
孟　試験期間

ユ　試科名

　　　構造式

ジニトロトルエンの濃縮度試験成績報告書

昭和解9年9月／7日～昭和49年／ノ月30日

ジニトロトルエン　（試料痘K－3／）

偽

（鶴亀

ま　試験方法及ぴ条件

灘溺瞬一……一
　　　49塞局第392号

　3／　試験装置及び機器

　　（a）水系環境調節装置　　　流水式

　　（切　ガスクロマトグラフ　　検出器Eσ1）

　32　試験条件

　　32。／　　TLm試験

　　1＆）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　ヒメダカ平均体重0・39　塩化第二水銀検定合格点

　　　　※田端健二　用水と廃水／群，ノ．297～／303（197．Z）

　　ω）試験温度

　　　　　，23』土2℃一

　（o）結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　48TLm値　27P画
3ユ2　濃縮度試験

色）試験魚

　　　　コイ　平均体重　約329

　　　　　　　平均体長　約／／α薩

⑥　試験温度

　　　　．2’士2℃

＠　試験濃度

　　ω　設定値

　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　／00濃度区・　　2’×！ooP皿

　／
　　　濃度区
／000

②　実測値

一区　　　分

　／

が度区
　／
　　　濃度区
ノ000

　　　　1
2∫×1000四

表一／　濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppm）
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（以下余白次頁に続ぐ）



32，3　分析試料の前処理

幽
　廃棄

試　験　魚

　　　・体重測定

　　く　　　無水硫酸ナトリウム1009

　　　・脱水むよびナリ砕く

　　k　　ベンゼンノ00膨

　　　　　　　　　　1

糧』　　
　
r　　　　一無；水硫酸ナトリウム2’9

　　　　脱水卦よびろ過

鎧濃縮
　　　1　　　　　　　※
　　　・クリーンアップ

G。醐11

（以下余白次頁に続く）

　楽　クリーンアップ

　　　ク。マ階（加×3伽）に※活性アルミナ（和光糠

　　社内規格）209を充てんし、ノ0認定容の濃縮液・2冠をの

　　せ、ベンゼンによP溶出を行なづた。溶出速度は！弼／島で

　　ある。

　　　第1，第．Zや第3と三段階のフラクションをそれぞれ20瑠

　　をとったが第2フラクションに！00％近い試料のピークが

　　ガスクロマトグラフによウ検出されたので第・2：フラクション

　　20認をガスクロマトグラフ分析に供した。

　※　アルミナの洗浄は日本化学会編亀実験化学講座続・2，分離

　　と精製’296頁（丸善1ク67）による方法で行なった0

　3ユμ　分析条件

　　　　　　ガスクロマトグラフ（G・O）検出器EGD

　　　　　　　キヤリァガス　　N2　∠0惣1

　　　　　　　充てん剤　P珊一20M¢％

　　　　　　　ガラスカラム　　 ／顧戸∫×／倣

　　　　　　　カラム温度　　 ！伊0℃

毅　試験結果

　　　　　　表一2　　濃　縮　倍　率
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